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理襲 壼 清 水 嘉 与子 (な毬贅県■ま協会

彎青

護師たち そして全国 =は
,0た支援の輸 素

晴しかoたですね

こんな国の 人事の中で政権交代伎0人‖の

継理大臣が誕生 し
=し

た, 大露災 放耐能較

害からの復興 ,I縄磯地問題 TP問題など野

田 ll・lの 日の前には課町山積です ますは総理
(0し ●力うと,― グーシップを発i`していただ

きましょう

政治脩

"が
不安定な|で■点静化はどんどん

進んでぃます 世界 の長ガ国であることをみ

んなが実薔できるようになするために0 ■議

職の働く環境を整え そのに力をス燎機関の中

だけでなく4宅においてもし01り と活用でき

るようにする
^せ

でしょう そのためにJR本
看根連胆 次期参議脱選幸にな護の代表を送る

活動を進めて参ります

皆様のご支援を心からお願い中し[子ます

多発し苦人な競害に見舞われました いまもな

お多くの按災キ |｀避催1:llを 余儀なくきれ支援

を求めています 協会も縦組 して災害支援体制

の充実に取 ,組んでぃきたぃと思っています

きらに 昨1■ ■ き磯き |■議職,働 き続け

られる労働環境の改丼Jを 重点政策 ユ Iヽ業

として掲げ 積極的に推進 したいと考えていま

す 厚生労働オ
'ら

2011年 6月 に1:さ れた
'■護師等の 子雇用の質1の 旬攘 ,対する省内ク●

′・ クト報偕Jでは ■護帥等の勤務環境の政

吝なくして lt統・ j能な豚練提供体制やF練安

全の確保
=望

めない としています 勤務環境

政絆には 喫鰤
"梨

題である長時間勁蒲 薇動

交代制勤務 勁窮峙同同隔などのユ制化サ泌雙

です そのためには l鰹現場 行政 関係 J
体ガ僣報をすt有 し 連携していくこと,重要て

す なかでも■じ看雄轍の,I間である滋賀古t●

純巡盟と薇力な′′夕をllむ ことが実現への第
―歩であるとIIえ ています どう力今年もご脇

力 ご支援のほど よらしておЩい,iし上げます

切けましておあで L
うごぎい

=す
昨年の東■本人震災

は校災地のみならず

‖本1に 衝ηを与えま

した 命が |で悲 書き

んを護 0た 技災地の r●

=o

霊 丼 下 照 代

新年用0ま しておあ

でとうごぎいます

昨年は 3月 11日 に発

生 した東日本大察人を

はじめ,1に紀

"半

鳥を

饉った台風12号 など

日本各地で自然災書,

新年を迎えて
)腰,■ま連機 会長

赤 沼 フサ技

綺年を迎え また新たな気持ちで年を重ねてい
=た

いと思っております
l.に昨年は あへ優 r ■階忠差 r荀ま晏か束lt夫戴災の支援に身体ごとよ

つ,っ て活動きれたのをは,あ  多くの回会議員と■機問題の勉強会を重ね  こ
れぞ希護Q代表議員 とお 1人の活曜に鼻を

'∫

くしており
=すしかし 今■■なお

“

ける●護薇の絶対敗
'こ

んなにも捉 )な いのは 我が
滋賀県J自 のll超なの力真剣に悩教ながら 昨年の10月

"1に
は県議会議員

1,議会議ltの皆様と医嫌 G護の課題を脇まする交流会を開催させていだだき
11■ 16■ に tt12月 の県滅会に |けてコ●1盾勁 t行いました その輛爆 叫年度

に;き 続き「4・ 議師不足Jについて 奥|1芳 止議員が,,項‖に濃って質問され 健康福祉部長から今
後「努力する」との回答を11て ,1き ました
F"●の唱える 1履 11の質Jの改普カー幻も早く実現するよう _‐植協会と共に今年も真制に11,

llんでいきます
今年も多くの看護秋の皆様と出会い 現場の■の声をきちんと政策に■力せるよう 甘様のご期待

に
`し

えられるよう速熙活動を催准したいと思います どうぞよろしくお敷い致します
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ていることをしヽしくtし た ,,1場 0ま した
新し0「t迎えう |ち ●| =0 , この 11
1W の壼0,4 歩ずつキ1●ルんて,,,る よう
‖″0■ ,制 

“
"0て

,●
^決

Iを あらたこ t
ています
1●は ,会では  良セ0● 会■■■4会J`

`,■
を1:命 0 また′1労働■(1, ●・ 部ヽ十委

ιi会 を|=し めとした
`つ

の,n会 て

'tH・
(鴻

勁い0● 1● , (屁め辱●,た●ては
`く

 晨
IIボ■ 1,3'綸  |●

`,I理

a`嫌´a,(1,
そ●門0棧,t●たた●たこと,ら  ,期 |II,せ

′]司4=0イ }Iし ,めて,1鳩多忙
`亀

り1● え
`始権以外ψ,,′を1〈 ケふことで 巖ヽ●すで

'く

`●

●■力やらえ方ι広,, そうい0●班験,
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らなく
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女tを第‐●
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る野党として

政治と政崎とを,,,●て国会運苦t鷹し崚場
=川さず ●長じ行発していきたいと想います

そしてう語囃●皆さん●t tt II'■ い,「変わ
ったと少 しても実は していたヽ●るよう 今年じ
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政張●て,い 0ます と,,求
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青 年 部 だ よ り

エ リオ ビ ワ ー ク シ ョッ

'n熊

本 に ,力 1し て ●・
““̀ 建

世続 玉 嬌 邦 明

ヽヽ睾の■年5よ =者の政お離れの規況0中 ●●
●●考書にこそ敲浩^の

“

tをヽ●てもらいた0ヽ

`の"い●
= 

日要●
=お

の円島点を寸劇にして,し,やすく

面日く こく訴えていよした
ヽ賀県の■年事として● 政策実現0た0■露戦のlt

姜に見会にきる心壺性を さ手ヽま賦を0しめ ,く ,
人た0にアニールできる方■を工実していきた●と実

“しましヽ
■,■●によ1家

=次
郎茉議院議員,奎颯 | |

■●t●世代であり
`●

ら`,,ない
=念

をお●て し
●C,■ を

'控
えたJ―ダーン,プのと●●凛口たとヽ

しましヽ

=序
 =籠●と人々の,日のだ

“

に■,|かん●●て
|`● ｀

`所
待,こいて抱手を送,`しヽ

看護学生含む看護職交流会に参llして

交流
=で

,■ヨ連饉ιよ何なの, どのよう● 8Jを して,ヽるのかわ0●やす

くヽえて,ただ0ま した

スライドて■箋,PのF, ■相″を教えていただ● 制度を変えること0大

重
` `た

●論のを菫いの理よに対す0猥酎0さ ―コの工●
=え
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